
(57)【要約】

（ａ）少なくとも1つのフィルム・ウェブから管状構造

体を製造するステップ、（ｂ）管状構造体内部に突出す

る少なくとも1つの折畳み部を形成するステップ、およ

び（ｃ）平坦且つ平行に重複している折畳み管状構造体

を成すフィルム・ウェブの部分を超音波溶接することに

より容器を形成するステップの各ステップを有して成る

、フィルム・ウェブから薄壁容器を製造する方法、およ

びその方法を実行する製造設備。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 ４ ａ 、 ４ ｂ 、 １ ６ 、 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ ） か ら 薄 壁 容 器 （ ２ ３ ） を
製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ） 少 な く と も 1つ の 前 記 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 ４ ａ 、 ４ ｂ 、 １ ６ 、 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ
） か ら 管 状 構 造 体 （ １ 、 １ ａ 、 １ ｂ ） を 製 造 す る ス テ ッ プ 、
　 ｂ ） 前 記 管 状 構 造 体 （ １ 、 １ ａ 、 １ ｂ ） 内 部 に 突 出 す る 少 な く と も 1つ の 折 畳 み 部 （ ３
） を 形 成 す る ス テ ッ プ 、 お よ び
　 ｃ ） 平 坦 且 つ 平 行 に 重 複 し て い る 前 記 折 畳 み 管 状 構 造 体 （ １ 、 １ ａ 、 １ ｂ ） を 成 す 前 記
フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 ４ ａ 、 ４ ｂ 、 １ ６ 、 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ ） の 部 分 を 超 音 波 溶 接 す る こ
と に よ り 前 記 容 器 （ ２ ３ ） を 形 成 す る ス テ ッ プ
　 の 各 ス テ ッ プ を 有 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 長 手 方 向 の 前 記 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ ） を 折 り 重 ね 、 該 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ ） の 隣 接
側 縁 部 を 接 合 す る こ と に よ り 、 前 記 管 状 構 造 体 （ １ ） を 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 平 坦 且 つ 平 行 に 重 複 し て い る ２ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ ａ 、 ４ ｂ ） の 隣 接 側 縁 部 を 接
合 す る こ と に よ り 、 前 記 管 状 構 造 体 （ １ ａ ） を 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ２ つ の 平 坦 且 つ 平 行 な 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ ａ 、 ４ ｂ ） を 重 複 さ せ 、 該 互 い に 重 複
し て い る ２ つ の 平 坦 且 つ 平 行 な 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ ａ 、 ４ ｂ ） の 側 縁 部 に 、 各 々 １
つ の 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ ） を 移 動 し 、 該 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ １ ６
ａ 、 １ ６ ｂ ） を 折 り 畳 み 、 該 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ ） と 前 記 上 面 フ ィ ル
ム ・ ウ ェ ブ （ ４ ａ 、 ４ ｂ ） と の そ れ ぞ れ の 隣 接 側 縁 部 を 接 合 す る こ と に よ り 、 前 記 管 状 構
造 体 （ １ ｂ ） を 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 管 状 構 造 体 （ １ 、 １ ａ 、 １ ｂ ） に ２ つ の 正 対 す る 折 畳 み 部 （ ３ ） を 形 成 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 折 畳 み 部 （ ３ ） が Ｗ 形 を 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ い ず れ か １ 項 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 超 音 波 溶 接 お よ び 超 音 波 切 断 に よ り 、 前 記 ２ つ の 正 対 折 畳 み 部 （ ３ ） の 間 の 領 域 に 前 記
容 器 （ ２ ３ ） の 輪 郭 を 形 成 し 、 前 記 折 畳 み 部 （ ３ ） の 領 域 が 前 記 容 器 （ ２ ３ ） を 自 立 さ せ
る 底 部 を 成 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 管 状 構 造 体 （ １ ） の 製 造 の 間 、 前 記 少 な く と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ ） に 圧
縮 空 気 を 送 り 込 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 １ ６ ） の 融 合 を 防 止 す る 中 間 層 を 前 記 折 畳 み 部 （ ３ ） に 配
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 中 間 層 が 前 記 少 な く と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 １ ６ ） に 一 体 結 合 さ れ た 金
属 被 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 中 間 層 が 前 記 折 畳 み 部 （ ３ ） の 内 部 を 回 転 す る 移 動 デ ィ ス ク で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 前 記 中 間 層 が 前 記 折 畳 み 部 （ ３ ） の 形 成 に 用 い る 金 属 ス ト リ ッ プ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 管 状 構 造 体 （ １ ） の 長 手 方 向 の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ 折 畳 み 縁 部 の 周 辺 部 を 融 合 し 、 封
止 シ ー ム （ ２ ６ ） を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ２ い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 封 止 シ ー ム （ ２ ６ ） 近 傍 の 前 記 折 畳 み 縁 部 の 断 面 が ル ー プ （ ２ ７ ） を 成 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 １ ６ ） の 横 断 封 止 シ ー ム が 鋸 歯 形 状 を 成 し て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ４ い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 横 断 封 止 シ ー ム が 曲 線 を 成 し 、 前 記 容 器 （ ２ ３ ） の 切 断 端 部 が 直 線 を 成 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 １ ６ ） を 回 転 ガ イ ド ロ ー ル （ ３ ０ ） に 対 し 斜 め に フ ィ ー ド
し 、 超 音 波 溶 接 機 （ ８ ） に よ っ て 超 音 波 溶 接 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ６ い ず れ
か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 切 断 線 を 予 備 穿 孔 す る ス テ ッ プ 、 お よ び 該 予 備 穿 孔 を 施 し た 容 器 （ ２ ３ ） を 前 記 少 な く
と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 １ ６ ） か ら 切 り 離 す ス テ ッ プ の 各 ス テ ッ プ を 有 し て 成
る 超 音 波 切 断 に よ っ て 前 記 容 器 （ ２ ３ ） を 切 断 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ７ い ず
れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 １ ６ ） を フ レ ー ム に 折 り 畳 み 、 該 折 畳 み フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ
（ ４ 、 １ ６ ） を 超 音 波 溶 接 機 （ ８ ） に 対 し 支 持 テ ー ブ ル 上 を 相 対 移 動 す る こ と に よ り 前 記
容 器 （ ２ ３ ） を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ８ い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 １ ６ ） に 予 備 穿 孔 を 施 す こ と に よ り 、 前
記 容 器 （ ２ ３ ） を 開 封 す る た め の 強 度 を 弱 め た 引 裂 線 （ ３ １ ） を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ １ ９ い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 １ ６ ） に 輪 郭 を 形 成 す る こ と に よ り 、 前
記 容 器 （ ２ ３ ） を 開 封 す る た め の 強 度 を 弱 め た 引 裂 線 （ ３ １ ） を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ２ ０ い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 強 度 を 弱 め た 引 裂 線 （ ３ １ ） を 連 続 的 に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ ま た
は ２ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 強 度 を 弱 め た 引 裂 線 （ ３ １ ） を 超 音 波 に よ る 予 備 穿 孔 ま た は 輪 郭 形 成 に よ っ て 形 成
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ ま た は ２ １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 引 裂 線 （ ３ １ ） が 曲 線 を 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ ～ ２ ３ い ず れ か １
項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 容 器 （ ２ ３ ） を 多 層 積 層 体 か ら 製 造 す る 場 合 、 前 記 引 裂 線 （ ３ １ ） を 形 成 す る 手 段
と し て 、 前 記 容 器 の 内 部 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 １ ６ ） の 強 度 を 弱 く 設 計 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ ０ ～ ２ ４ い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 積 層 す る 前 に 、 前 記 容 器 （ ２ ３ ） の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 １ ６ ）
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の 強 度 を 弱 め て 前 記 引 裂 線 （ ３ １ ） を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ ～ ２ ５ い ず れ
か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ２ ６ 記 載 の 方 法 に 従 っ て フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 ４ ａ 、 ４ ｂ 、 １ ６ 、 １ ６ ａ
、 １ ６ ｂ ） か ら 薄 壁 容 器 （ ２ ３ ） を 製 造 す る 製 造 設 備 で あ っ て 、
　 少 な く と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 ４ ａ 、 ４ ｂ 、 １ ６ 、 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ ） を 連 続
フ ィ ー ド す る 送 り 手 段 、
　 前 記 少 な く と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 ４ ａ 、 ４ ｂ 、 １ ６ 、 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ ） か
ら 管 状 構 造 体 （ １ 、 １ ａ 、 １ ｂ ） を 形 成 し 、 該 管 状 構 造 体 （ １ 、 １ ａ 、 １ ｂ ） の 内 部 に 突
出 す る 少 な く と も １ つ の 折 畳 み 部 （ ３ ） を 形 成 す る 折 畳 み 手 段 、 お よ び
　 平 坦 且 つ 平 行 に 重 複 し て い る 前 記 折 畳 み 管 状 構 造 体 （ １ 、 １ ａ 、 １ ｂ ） を 成 す 前 記 フ ィ
ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 ４ ａ 、 ４ ｂ 、 １ ６ 、 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ ） の 部 分 を 接 合 す る 少 な く と も １
つ の 超 音 波 溶 接 機 （ ８ ）
　 を 有 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る 設 備 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 送 り 手 段 が 、 前 記 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ ａ 、 ４ ｂ ） を 平 坦 且 つ 平 行 に 重 複 す る よ う
誘 導 す る 、 各 々 が １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ ａ 、 ４ ｂ ） を 連 続 フ ィ ー ド す る ２ つ の 送 り
手 段 か ら 成 り 、
　 前 記 超 音 波 溶 接 機 （ ８ ） が 側 縁 部 領 域 に 配 さ れ 、 前 記 互 い に 重 複 し て い る フ ィ ル ム ・ ウ
ェ ブ （ ４ ａ 、 ４ ｂ ） の 長 手 方 向 の 側 縁 部 を 接 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ７ 記 載 の 設
備 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 送 り 手 段 が 、 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ ａ 、 ４ ｂ ） を 平 坦 且 つ 平 行 に 重 複 す る よ う
誘 導 す る 、 各 々 が １ つ の 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ ａ 、 ４ ｂ ） を 連 続 フ ィ ー ド す る ２ つ の
送 り 手 段 、 お よ び 各 々 が １ つ の 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ ） を 前 記 平 坦 且 つ
平 行 に 重 複 し て い る 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ ａ 、 ４ ｂ ） の 側 縁 部 に 連 続 フ ィ ー ド す る ２
つ の 別 の 送 り 手 段 か ら 成 り 、
　 前 記 超 音 波 溶 接 機 （ ８ ） が 側 縁 部 領 域 に 配 さ れ 、 互 い に 隣 接 し て い る 前 記 上 面 お よ び 側
面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ 、 １ ６ ） の 長 手 方 向 の 側 縁 部 を 接 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ ７ 記 載 の 設 備 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 超 音 波 溶 接 機 （ ８ ） が 、 形 成 す る 接 合 点 領 域 に 配 さ れ 、 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ （ ４ ， １
６ ） に 加 わ る 超 音 波 振 動 が 加 え ら れ る 支 持 テ ー ブ ル （ ９ ） 、 お よ び 前 記 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ
（ ４ ， １ ６ ） に 接 触 す る ツ ー ル （ １ ０ ） を 備 え て 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ７ ～ ２ ９
い ず れ か １ 項 記 載 の 製 造 設 備 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 薄 壁 容 器 を 製 造 す る 方 法 、 お よ び そ の 方 法 を 実 行 す る 製
造 設 備 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 状 消 費 者 製 品 、 特 に 石 鹸 、 合 成 洗 剤 、 食 品 等 が プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 成 り 安 定 的 に 自
立 し た 容 器 に 充 填 さ れ る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 容 器 は パ ウ チ と も 呼 ば れ 、 薄 壁
フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ は 、 重 複 し て い る フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 超 音 波 溶 接 す る こ と に よ り 、 充
填 済 み 薄 壁 容 器 を 封 止 す る こ と を 教 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ に は プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 成 る 自 立 形 容 器 の 製 造 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 そ
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の 中 で 、 幾 つ か の 溶 接 装 置 を 用 い て フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 熱 溶 融 す る こ と に よ り 各 種 シ ー ム
を 形 成 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 熱 溶 融 に お け る 問 題 は 、 シ ー ム の 質 が 一 定 し な い こ と
で あ る 。 ま た 、 装 置 が 複 雑 且 つ 高 価 で あ り 、 新 し い 容 器 の 形 状 に 対 応 さ せ る の が 困 難 で あ
り 多 大 な 時 間 を 要 す る こ と で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 独 国 特 許 発 明 第 １ ０ ０ ２ ７ ７ ３ ５ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ０ ９ １ ７ ９ ４ ６ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 技 術 の 欠 点 を 克 服 し た フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 薄 壁 容 器 を
製 造 す る 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 前 記 方 法 を 実 行 す る 製 造 設 備
を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 目 的 は 、
 ａ ） 少 な く と も 1つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 管 状 構 造 体 を 製 造 す る ス テ ッ プ 、
 ｂ ） 前 記 管 状 構 造 体 内 部 に 突 出 す る 少 な く と も 1つ の 折 畳 み 部 を 形 成 す る ス テ ッ プ 、
 ｃ ） 平 坦 且 つ 平 行 に 重 複 し て い る 前 記 折 畳 み 管 状 構 造 体 を 成 す 前 記 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ の
部 分 を 超 音 波 溶 接 す る こ と に よ り 容 器 を 形 成 す る ス テ ッ プ
　 の 各 ス テ ッ プ を 有 し て 成 る 方 法 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 少 な く と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 管 状 構 造 体 を 製 造 し 、 管 状 構 造 体 を 内 側 に 折 り
畳 む こ と に よ り 、 連 続 製 造 プ ロ セ ス に ブ ラ ン ク を 設 け る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 、 一 般
的 な 超 音 波 溶 接 装 置 を 用 い て 、 引 裂 抵 抗 の 高 い あ ら ゆ る 形 状 の 自 立 形 容 器 を 製 造 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し い 実 施 の 形 態 に お い て 、 長 手 方 向 の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 折 り 重 ね 、 隣 接 側 縁 部 を
接 合 す る こ と に よ り 、 前 記 管 状 構 造 体 を 製 造 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 1つ の
フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら コ ン ベ ヤ ー ベ ル ト 加 工 に よ っ て 次 々 に 容 器 を 製 造 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 別 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 平 坦 且 つ 平 行 に 重 複 し て い る 同 一 ま た は 異 な る 幅 の ２ つ の フ
ィ ル ム ・ ウ ェ ブ の 隣 接 側 縁 部 を 接 合 す る こ と に よ り 、 前 記 管 状 構 造 体 を 製 造 す る こ と が で
き る 。 容 器 を 自 立 さ せ る 底 部 は 、 １ つ ま た は ２ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 任 意 に 製 造 す る
こ と が で き る 。 い ず れ の 場 合 も 、 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ の ２ つ の 長 手 方 向 の 側 縁 部 が 接 合 さ れ
る 。 容 器 幅 の 拡 大 お よ び 各 々 の シ ー ム の 幾 何 学 的 形 状 を 適 切 に 設 計 す る こ と に よ り 容 器 の
安 定 性 が 増 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ３ の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に お い て 、 ２ つ の 平 坦 且 つ 平 行 な 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 互
い に 重 複 さ せ 、 前 記 互 い に 重 複 し て い る ２ つ の 平 坦 且 つ 平 行 な 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ の 側
縁 部 に 各 々 １ つ の 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 移 動 し 、 前 記 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 折 り 畳 み
、 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ と 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ と の そ れ ぞ れ の 隣 接 側 縁 部 を 接 合 す る こ
と に よ り 、 前 記 管 状 構 造 体 を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 各 々 が 容 器 の 底 部 を 形 成 す る ２ つ の 正 対 す る 折 畳 み 部 が 前 記 管 状 構 造 体 に 形 成 さ れ る こ
と が 好 ま し い 。 こ の よ う に す る と 、 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 長 手 方 向 に 切 断 す る こ と に よ
り 、 長 手 方 向 の 一 部 に よ っ て ２ つ の 容 器 を 製 造 す る こ と が で き る 。 材 料 を 最 適 利 用 す る た
め に は 、 ２ つ の 正 対 容 器 、 特 に 輪 郭 が 曲 線 を 成 す 成 形 容 器 は 相 対 鏡 像 を 成 し て い る 必 要 が
あ る 。 前 記 折 畳 み 部 は 多 重 折 畳 み （ Ｗ Ｗ 形 等 ） も 好 ま し い が 、 Ｗ 形 状 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 ま た 、 超 音 波 溶 接 お よ び 超 音 波 切 断 に よ り 、 前 記 ２ つ の 正 対 折 畳 み 部 の 間 の 領 域 に 前 記
容 器 の 輪 郭 を 形 成 し 、 前 記 折 畳 み 部 の 領 域 が 前 記 容 器 を 自 立 さ せ る 底 部 を 成 す 効 果 的 方 法
が あ る 。 例 え ば 、 折 畳 み 部 の 対 向 す る 隅 部 を 溶 接 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 少 な く と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ に 圧 縮 空 気 を 送 り 込 む こ と に よ り 、 管 状 構 造 体 の 品
質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 折 畳 み 部 の 形 成 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ が 融 合 し な い よ う 折 畳 み 部 に 中 間 層 を 配 す る こ と が 特 に 好 ま し い 。 こ
れ に よ り 、 容 器 を 自 立 さ せ る た め の 底 部 を 形 成 す る 場 合 の よ う に 、 重 複 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ
の 一 部 の み を 意 図 的 に 溶 接 す る こ と が で き る 。 前 記 中 間 層 は 、 例 え ば 、 前 記 少 な く と も １
つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ に 一 体 結 合 さ れ た 金 属 被 膜 、 折 畳 み 部 内 を 回 転 す る 移 動 デ ィ ス ク 、
ま た は 折 畳 み 部 の 形 成 に 用 い る 金 属 ス ト リ ッ プ で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 管 状 構 造 体 の 長 手 方 向 の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ 折 畳 み 縁 部 の 周 辺 部 を 融 合 し 、 封 止 シ
ー ム を 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 容 器 の 折 畳 み 部 、 即 ち 、 底 部 が 意 図 せ ず に
裂 け て 口 が 開 く 危 険 性 が 低 減 さ れ る 。 封 止 シ ー ム 近 傍 の 折 畳 み 縁 部 を 、 例 え ば 、 ル ー プ 状
断 面 と す る こ と に よ り 、 封 止 シ ー ム が 裂 け て 口 が 開 い た と き 、 内 容 物 を ル ー プ に よ っ て 捕
捉 し 、 漏 出 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 幅 方 向 に 封 止 す る 、 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 横 断 す る 封 止 シ ー ム は 、 超
音 波 溶 接 時 に エ ネ ル ギ ー が 均 等 に 伝 達 さ れ る よ う 、 鋸 歯 形 ま た は 同 様 の 不 規 則 形 状 に 設 計
さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 、 前 記 横 断 封 止 シ ー ム を 、 例 え ば 、 曲 線 に す る こ
と も で き る 。 こ れ に 対 し 、 容 器 の 切 断 端 部 は 光 学 的 理 由 か ら 直 線 で あ る こ と が 好 ま し い 。
フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 回 転 ガ イ ド ロ ー ル に 斜 め に フ ィ ー ド し 、 超 音 波 溶 接 機 で 超 音 波 溶 接 す
る こ と に よ っ て も 、 均 等 に エ ネ ル ギ ー を 伝 達 す る こ と が で き る 。 こ こ に お い て 、 最 も 大 切
な こ と は 、 比 較 的 早 い 生 産 速 度 を 考 慮 し 、 横 断 シ ー ム の 形 成 に よ り 入 力 電 力 の 急 激 な 変 動
を 招 来 し な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 容 器 の 超 音 波 切 断 に お い て は 、 少 な く と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ に 切 断 線 を 予 備 穿 孔
し 、 そ れ を フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 切 り 離 す こ と が 好 ま し い 。 予 備 穿 孔 を 施 す 利 点 は 、 切 断
工 具 が 作 業 台 ま た は ガ イ ド ロ ー ル に お い て 、 比 較 的 強 い 力 を 要 す る 切 断 作 業 を 行 う 必 要 が
無 く な る た め 、 工 具 が あ ま り 磨 耗 し な い こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 特 に 容 器 の 試 作 に お い て は 、 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を フ レ ー ム に 折 り 畳 み 、 折 畳 み フ ィ ル ム
・ ウ ェ ブ を 超 音 波 溶 接 機 に 対 し 支 持 テ ー ブ ル 上 を 相 対 移 動 す る こ と に よ り 容 器 の 輪 郭 を 形
成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 少 な く と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ に 予 備 穿 孔 を 施 す こ と に よ り 、 容 器 を 開 封 す る た め
の 強 度 を 弱 め た 引 裂 線 を 形 成 す る 方 法 を 用 い る こ と が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 同 様 に 、 少 な く と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ に 輪 郭 を 形 成 す る こ と に よ り 、 容 器 を 開 封
す る た め の 強 度 を 弱 め た 引 裂 線 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 強 度 を 弱 め た 引 裂 線 が 連 続 的 に 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 強 度 を 弱 め た 引 裂 線 は 、 超 音 波 に よ る 予 備 穿 孔 ま た は 輪 郭 形 成 に よ っ て 形 成 さ れ る
こ と が 特 に 好 ま し い 。 前 記 強 度 を 弱 め た 引 裂 線 は 、 形 成 時 に お い て エ ネ ル ギ ー が 均 等 に 伝
達 さ れ る よ う 曲 線 を 成 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 容 器 が 多 層 積 層 体 か ら 製 造 さ れ る 場 合 に は 、 引 裂 線 を 形 成 す る 手 段 と し て 容 器 の
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内 部 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ の 強 度 を 弱 く 設 計 す る こ と が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 更 に 、 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 積 層 す る 前 に 、 強 度 を 弱 め て 引 裂 線 を 形 成 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 目 的 は 、 少 な く と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 連 続 フ ィ ー ド す る 送 り 手
段 、 少 な く と も １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 管 状 構 造 体 を 形 成 し 、 前 記 管 状 構 造 体 内 部 に
突 出 す る 少 な く と も １ つ の 折 畳 み 部 を 形 成 す る 折 畳 み 手 段 、 お よ び 平 坦 且 つ 平 行 に 重 複 し
て い る 折 畳 み 管 状 構 造 体 を 成 す フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ の 部 分 を 接 合 す る 少 な く と も １ つ の 超 音
波 溶 接 機 を 有 し て 成 り 、 前 記 方 法 に 従 っ て フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 薄 壁 容 器 を 製 造 す る 製 造
設 備 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 製 造 設 備 の 第 １ の 実 施 の 形 態 は 、 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 平 坦 且 つ 平 行 に 重 複 す る よ う
誘 導 す る 、 各 々 が １ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 連 続 フ ィ ー ド す る ２ つ の 送 り 手 段 、 お よ び 側
縁 部 領 域 に 配 さ れ 、 前 記 互 い に 重 複 し て い る フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ の 長 手 方 向 の 側 縁 部 を 接 合
す る 超 音 波 溶 接 機 を 有 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 製 造 設 備 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 平 坦 且 つ 平 行 に 重 複 す る
よ う 誘 導 す る 各 々 が １ つ の 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 連 続 フ ィ ー ド す る ２ つ の 送 り 手 段 、 お
よ び １ つ の 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 前 記 平 坦 且 つ 平 行 に 重 複 し て い る 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ
ブ の 側 縁 部 に 連 続 フ ィ ー ド す る ２ つ の 別 の 送 り 手 段 、 お よ び 側 縁 部 領 域 に 配 さ れ 、 互 い に
隣 接 し て い る 上 面 お よ び 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ の 長 手 方 向 の 側 縁 部 を 接 合 す る 超 音 波 溶 接
機 を 有 し て 成 る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 超 音 波 溶 接 機 が 、 形 成 す る 接 合 点 領 域 に 配 さ れ フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ 加 わ る 超 音 波 振 動
が 加 え ら れ る 支 持 テ ー ブ ル 、 お よ び フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ に 接 触 す る ツ ー ル を 備 え て い る こ と
が 特 に 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 発 生 装 置 の 活 性 部 品 ま た は ツ ー ル 内 の 波 の 伝 搬 を 考
慮 す る こ と な く 、 前 記 ツ ー ル を 製 造 す べ き 容 器 の 形 状 に 容 易 に 適 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 １ ａ ～ １ ｃ は そ れ ぞ れ フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 折 り 重 ね 、 長 手 方 向 の 互 い に 隣 接 す る 側 縁 部
２ を 溶 接 し て 製 造 し た 管 状 構 造 体 １ の 断 面 図 で あ る 。 好 ま し い ２ つ の 正 対 す る 位 置 に お い
て 、 構 造 体 １ が 内 側 に 折 り 畳 ま れ る 。 折 畳 み 部 ３ は Ｗ 形 を 成 し て い る こ と が 好 ま し い 。 そ
の 後 、 折 畳 み 構 造 体 １ が 圧 伸 さ れ 、 次 い で 超 音 波 溶 接 お よ び 超 音 波 切 断 に よ っ て 、 折 畳 み
構 造 体 １ か ら 容 器 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 折 畳 み 部 は 容 器 を 自 立 さ せ る 底 部 と な る 。 図 ２ の 折 畳 み 構 造 体 １ の 斜 視 図 か ら 分 か
る よ う に 、 構 造 体 １ を 長 手 方 向 に 切 断 す る こ と に よ り 、 長 手 方 向 の 一 部 に よ っ て ２ つ の 容
器 の 一 部 Ａ を 製 造 す る こ と が で き る 。 材 料 を 最 適 利 用 す る た め 、 ２ つ の 正 対 容 器 、 特 に 輪
郭 が 曲 線 を 成 す 容 器 、 お よ び 印 刷 材 料 が 相 対 鏡 像 を 成 し て い る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ は 構 造 体 １ の 概 略 断 面 図 で あ る 。 こ の 図 に よ り 、 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ が 折 り 畳 ま れ 、
互 い に 重 複 し て い る 側 縁 部 ２ が 接 合 さ れ て い る こ と が よ く 分 か る 。 接 合 さ れ た 側 縁 部 の 隣
接 部 に お い て 、 構 造 体 １ が 折 り 畳 ま れ て Ｗ 形 を 成 す 第 １ 折 畳 み 部 ３ が 形 成 さ れ る 。 別 の 折
畳 み 部 ３ が 前 記 第 １ 折 畳 み 部 に 正 対 す る 位 置 に 形 成 さ れ る 。 各 々 の 折 畳 み 部 ３ は 、 容 器 が
製 造 さ れ た と き 底 部 と な り 容 器 を 自 立 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ は 、 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ か ら 管 状 構 造 体 １ を 製 造 す る た め の 製 造 設 備 を 示 す 図 で あ
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る 。 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ が ド ラ ム か ら 連 続 的 に 巻 き 出 さ れ 、 ガ イ ド ロ ー ラ ５ に よ っ て 賦 形 楔
６ お よ び カ レ ン ダ ー ロ ー ル ７ に 誘 導 さ れ 折 り 重 ね ら れ る 。 折 畳 み フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ の 上 端
、 即 ち 、 長 手 方 向 の 側 縁 部 領 域 に 、 互 い に 隣 接 す る 長 手 方 向 の 側 縁 部 を 溶 接 す る こ と に よ
っ て 管 状 構 造 体 １ を 形 成 す る た め の 超 音 波 溶 接 機 ８ が 配 さ れ て い る 。 超 音 波 溶 接 機 ８ は 、
ソ ノ ト ロ ー ド に よ っ て 超 音 波 振 動 が 加 え ら れ る 固 定 支 持 テ ー ブ ル ９ 、 お よ び フ ィ ル ム ・ ウ
ェ ブ １ の 長 手 方 向 の 側 縁 部 を 支 持 テ ー ブ ル ９ に 押 圧 す る た め の プ レ ス ・ ロ ー ル １ ０ を 備 え
て い る 。 押 圧 接 触 お よ び 超 音 波 振 動 に よ り 、 プ レ ス ・ ロ ー ル １ ０ と 支 持 テ ー ブ ル ９ と の 間
の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ が 融 合 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 超 音 波 溶 接 機 ８ の 下 流 に 別 の ガ イ ド ロ ー ル １ １ お よ び １ ２ が 配 さ れ て い る 。 管 状 構 造 体
１ の 製 造 の 間 、 フ ィ ー ド ラ イ ン １ ３ を 通 し て 構 造 体 １ の 内 部 に 圧 縮 空 気 が 送 り 込 ま れ 、 ガ
イ ド ロ ー ル １ １ お よ び １ ２ に よ っ て 、 構 造 体 １ 内 部 の 圧 縮 空 気 が 保 持 さ れ 、 ホ ー ス 状 の 風
船 の よ う に 膨 張 す る 。 膨 張 し て い る 構 造 体 １ に 外 部 か ら 作 用 す る ２ つ の プ レ ー ト １ ４ に よ
っ て 正 対 す る Ｗ 形 折 畳 み 部 ３ が 形 成 さ れ 、 カ レ ン ダ ー ロ ー ル に よ っ て 構 造 体 １ が 圧 伸 さ れ
る こ と に よ り 折 畳 み 部 ３ が 固 定 さ れ る 。 次 に 、 折 り 畳 ま れ 、 圧 伸 さ れ た 構 造 体 １ は 、 超 音
波 溶 接 パ ン チ お よ び /ま た は 超 音 波 切 断 パ ン チ に 向 け 、 フ ィ ー ド 方 向 Ｘ に 水 平 に 送 ら れ 、
そ こ で 容 器 シ ー ム 、 お よ び 必 要 に 応 じ 封 止 シ ー ム が 形 成 さ れ 、 容 器 が 打 ち 抜 か れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ は 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 、 前 記 同 一 ま た は 異 な る 幅 の 平 坦 且 つ 互 い に 重 複 し た ２
つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ ａ 、 ４ ｂ か ら 形 成 さ れ た 構 造 体 １ ａ を 示 す 図 で あ る 。 前 に 述 べ た
よ う に 、 容 器 を 自 立 さ せ る た め の 底 部 は １ つ ま た は ２ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 製 造 す る
こ と が で き る 。 従 っ て 、 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ ａ 、 ４ ｂ の 長 手 方 向 の 両 側 縁 部 に シ ー ム ２ が
形 成 さ れ る こ と は 明 ら か で あ る 。 各 々 の シ ー ム ２ は 直 線 、 曲 線 、 あ る い は 幅 が 変 化 す る 領
域 と し て 形 成 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 容 器 の 堅 牢 性 お よ び 安 定 性 を 増 す こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ は 第 ３ の 実 施 の 形 態 に よ る 、 平 坦 且 つ 並 行 に 重 複 し て い る ２ つ の 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ
ェ ブ ４ ａ 、 ４ ｂ 、 お よ び 内 側 に 折 り 畳 ま れ た ２ つ の Ｖ 形 側 面 ウ ェ ブ １ ６ か ら 成 る 構 造 体 １
ｂ を 示 す 図 で あ る 。 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ ａ と 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ １ ６ 、 お よ び 上 面
フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ ｂ と 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ １ ６ と の 長 手 方 向 の 隣 接 側 縁 部 が 超 音 波 に
よ っ て 融 合 さ れ る こ と に よ り 、 折 畳 み 構 造 体 １ ｂ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ は 、 上 面 お よ び 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ ａ 、 ４ ｂ 、 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ か ら 成 る 図 ６ の
構 造 体 を 製 造 す る た め の 製 造 設 備 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 ま ず 、 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ
ェ ブ ４ ａ 、 ４ ｂ が ド ラ ム か ら 連 続 的 に 巻 き 出 さ れ 、 ガ イ ド ロ ー ル ５ に よ っ て 平 坦 且 つ 平 行
に 誘 導 さ れ る 。 次 い で 、 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ ａ 、 ４ ｂ の 長 手 方 向 の 側 縁 部 が 側 面 ガ イ
ド ロ ー ル １ ７ に よ っ て 付 勢 さ れ る こ と に よ り 分 離 し 、 Ｕ 字 形 ベ ン ト ・ デ フ レ ク シ ョ ン ・ シ
ー ト １ ８ に よ っ て 誘 導 さ れ る 。 次 い で 、 同 様 に ド ラ ム か ら 連 続 的 に 巻 き 出 さ れ る 側 面 フ ィ
ル ム ・ ウ ェ ブ １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ が 、 長 手 方 向 に お い て 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ ａ 、 ４ ｂ が 上
方 に 折 り 曲 が っ た 側 縁 部 に 誘 導 さ れ る 。 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ の 両 側 縁 部 に お い て 、 上
面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ と 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ １ ６ の 隣 接 側 縁 部 が 超 音 波 溶 接 機 ８ に よ っ
て 融 合 さ れ る こ と に よ り 、 ホ ー ス 形 折 畳 み 構 造 体 １ ｂ が 製 造 さ れ る 。 そ の 後 、 折 畳 み 構 造
体 １ ｂ は 圧 伸 装 置 １ ９ に よ っ て 圧 伸 さ れ 、 超 音 波 溶 接 /切 断 装 置 ２ ０ に 水 平 に 送 ら れ 、 長
手 方 向 お よ び 横 断 方 向 の 封 止 シ ー ム 、 並 び に 容 器 を 分 離 す る た め の 点 が 形 成 さ れ る 。 超 音
波 溶 接 /切 断 装 置 ２ ０ は 、 超 音 波 振 動 が 加 え ら れ る 支 持 テ ー ブ ル ２ １ 、 お よ び 形 成 す べ き
シ ー ム お よ び 分 離 点 の 形 状 を 有 す る 成 形 ロ ー ル ２ ２ を 備 え て い る 。 支 持 テ ー ブ ル は 平 坦 で
あ る た め 適 用 範 囲 が 広 く 、 受 動 的 な 成 形 ロ ー ル の み を 製 造 す る 輪 郭 に 対 応 さ せ る だ け で 済
む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ８ は 、 折 畳 み 構 造 体 １ か ら 容 器 ２ ３ を 形 成 す る た め の 超 音 波 溶 接 /切 断 装 置 ２ ０ の 別
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の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 場 合 、 シ ー ム 点 お よ び 切 断 点 は 、 超 音 波 振 動 が 加 え ら
れ る 能 動 支 持 テ ー ブ ル ２ １ に 押 圧 さ れ る 対 応 受 動 パ ン チ ２ ４ に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 図 ８ か ら 金 属 ス ト リ ッ プ ２ ５ が 折 畳 み 部 ３ に 挿 入 さ れ て い る こ と が 分 か る 。 金 属
ス ト リ ッ プ ２ ５ は 一 方 に お い て 、 折 畳 み 部 ３ を 形 成 す る 働 き を 成 し 、 他 方 に お い て 金 属 ス
ト リ ッ プ ２ ５ の 領 域 に シ ー ム 点 が 形 成 さ れ な い よ う 設 計 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 横 断 シ
ー ム を 形 成 す る と き 、 Ｗ 形 折 畳 み 部 ３ の 隅 部 の み を 融 合 さ せ る だ け で 済 み 、 そ れ に よ っ て
確 実 に 自 立 し 、 充 填 さ れ る 製 品 の 重 み に よ っ て 最 適 に 拡 張 す る 底 部 が 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 別 の 方 法 と し て 、 回 転 デ ィ ス ク 、 関 節 に よ っ て 揺 動 す る 切 断 部 材 、 あ る い は 、 剥 離 ニ ス
等 の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ に 塗 布 さ れ る 材 料 に よ っ て 特 定 の 層 ま た は 領 域 の 融 合 ま た は 封 止 を
阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 容 器 ２ ３ が 充 填 さ れ た 後 、 上 部 開 口 部 が 周 知 の 方 法 に よ っ て 封 止 さ れ る 。 こ の 封 止 は 、
例 え ば 図 ９ に 示 す よ う に 、 連 続 超 音 波 溶 接 機 ８ に よ っ て 連 続 超 音 波 溶 接 す る こ と に よ っ て
達 成 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ０ は 封 止 シ ー ム ２ ６ を 有 す る 容 器 ２ ３ の 断 面 図 で あ る 。 封 止 シ ー ム ２ ６ は 容 器 ２ ３
の 封 止 目 的 お よ び 座 屈 領 域 の 意 図 し な い 引 裂 き を 防 止 す る た め に 設 け ら れ る 。 封 止 シ ー ム
２ ６ に 漏 れ が 生 じ た 場 合 、 ま た は 封 止 で き な く な っ た 場 合 に は 、 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ の 座
屈 点 に よ っ て 封 止 シ ー ム の 近 傍 に ル ー プ が 形 成 さ れ 、 封 止 シ ー ム ２ ６ を 通 し て 意 図 せ ず に
漏 出 し た 液 体 が 捕 捉 さ れ る 。 更 に 、 ル ー プ ２ ７ は 起 り 得 る 損 傷 、 特 に 多 層 フ ィ ル ム の 急 峻
な 座 屈 点 の 損 傷 の 予 防 措 置 と し て の 機 能 を 果 た す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ １ は 折 畳 み 構 造 体 １ の 斜 視 図 で あ り 、 折 畳 み 部 ３ の ３ つ の 座 屈 点 の 各 々 に 長 手 方 向
Ｘ に 延 び る 封 止 シ ー ム ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 封 止 シ ー ム ２ ６ は 容 器 ２ ３ の 最 も 弱 い 部 分
で あ る こ れ 等 の 座 屈 点 に お い て 特 に 効 果 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 複 数 の 材 料 層 を 確 実 に 融 合 ま た は 封 止 す る た め 、 長 手 方 向 お よ び 横 断 方 向 の 封 止 は そ れ
ぞ れ 別 の ス テ ー シ ョ ン で 実 施 す る 必 要 が あ る 。 上 流 の 封 止 ス テ ー シ ョ ン に お い て 、 長 手 方
向 の シ ー ム に 沿 っ て フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ を 封 止 し 、 そ の 後 円 筒 封 止 ス テ ー シ ョ ン に 送 り 横
断 封 止 を 実 施 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 別 の 方 法 と し て 、 ま ず Ｗ 形 折 畳 み 部 内 側 の 中 央 折 畳 み 部 の み を 封 止 す る こ と も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 材 料 層 の 厚 い 領 域 に お い て 、 例 え ば 、 封 止 部 ま た は 切 断 端 部 に 欠 刻 /隆 起 を 設 け
る こ と に よ り 、 ツ ー ル お よ び /ま た は 支 持 テ ー ブ ル の 幾 何 学 的 形 状 を 局 部 的 に 適 応 さ せ る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 超 音 波 溶 接 に よ っ て シ ー ム を 形 成 す る 場 合 、 エ ネ ル ギ ー が フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ に 均 等 に
伝 達 さ れ る よ う 留 意 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 横 断 シ ー ム の 形 成 に よ り 入 力 電 力 の 急 激
な 変 動 を 招 来 し な い よ う に す る 必 要 が あ る 。 そ の た め に は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 シ ー ム
２ ８ を 、 例 え ば 、 約 ５ ° の 鋸 歯 形 ま た は 曲 線 に 設 計 す る こ と を 提 案 す る 。 し か し 、 こ の 場
合 、 切 断 線 ２ ９ は 光 学 的 理 由 か ら 直 線 を 成 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ を 超 音 波 溶 接 機 ８ が 直 接 ま た は 近 傍 に 作 用 す
る ガ イ ド ロ ー ル ３ ０ に 対 し 斜 め に フ ィ ー ド す る こ と に よ っ て も エ ネ ル ギ ー を 均 等 に 伝 達 す
る こ と が で き る 。 迎 え 角 は 約 ２ ～ ５ ° の 範 囲 で ガ イ ド ロ ー ル ３ ０ の 幾 何 学 的 作 用 端 面 を 規
定 す る こ と が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ４ は 引 裂 線 ３ １ を 有 す る 容 器 ２ ３ の 前 面 図 で あ る 。 引 裂 線 ３ １ は 、 例 え ば 、 内 部 フ
ィ ル ム ・ ウ ェ ブ の 断 続 的 な 穿 孔 、 ま た は 連 続 的 な 予 備 穿 孔 お よ び /ま た は 輪 郭 形 成 に よ り
フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ ４ の 強 度 を 弱 め て 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ は 、 例 え ば 、 フ ィ ル ム
・ ウ ェ ブ を 積 層 す る 前 ま た は 後 に 、 超 音 波 支 持 テ ー ブ ル 上 を 引 裂 線 ３ １ に 沿 っ て 輪 郭 ロ ー
ル を 移 動 さ せ る こ と に よ り 達 成 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 引 裂 線 ３ １ は 、 入 力 エ ネ ル ギ ー の 最 適 化 お よ び 開 封 の 容 易 性 の 観 点 か ら 曲 線 を 成 し て い
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 前 記 説 明 、 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び 図 面 に よ っ て 開 示 さ れ た 本 発 明 の 特 徴 は 、 本 発 明 を 様
々 な 形 態 で 実 施 す る 上 に お い て 、 そ れ ぞ れ 個 別 ま た は 任 意 の 組 合 せ に お い て 必 須 の も の で
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ ａ 】 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ を 折 り 重 ね 、 長 手 方 向 の 縁 部 を 溶 接 す る こ と に よ っ て 製 造 さ
れ た 管 状 構 造 体 の 断 面 図 。
【 図 １ ｂ 】 ２ つ の 正 対 す る Ｗ 形 折 畳 み 部 を 有 す る 図 １ の 構 造 体 の 断 面 図 。
【 図 １ ｃ 】 圧 伸 後 の 図 １ ｂ の 構 造 体 の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 後 に 容 器 が 製 造 さ れ る ２ つ の 正 対 す る Ｗ 形 折 畳 み 部 を 有 す る 折 畳 み 構 造 体 の 斜 視
図 。
【 図 ３ 】 図 １ お よ び ２ の 折 畳 み 構 造 体 の 概 略 断 面 図 。
【 図 ４ 】 ２ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 管 状 構 造 体 を 製 造 す る 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に
よ る 製 造 設 備 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に よ り ２ つ の フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 製 造 さ れ た 構 造 体 の
概 略 断 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に よ り 、 ２ つ の 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ お よ び ２ つ の 側
面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 製 造 さ れ た 折 畳 み 構 造 体 の 概 略 断 面 図 。
【 図 ７ 】 ２ つ の 上 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ お よ び ２ つ の 側 面 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ か ら 管 状 構 造 体
を 製 造 す る 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 製 造 設 備 。
【 図 ８ 】 折 畳 み 管 状 構 造 体 か ら 容 器 を 形 成 す る た め の 超 音 波 溶 接 機 の 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 充 填 容 器 を 封 止 す る 超 音 波 溶 接 機 の 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 隣 接 ル ー プ を 有 す る 封 止 シ ー ム を 示 す 概 略 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 封 止 シ ー ム を 有 す る 折 畳 み 構 造 体 の 斜 視 図 。
【 図 １ ２ 】 鋸 歯 形 ま た は 湾 曲 接 合 シ ー ム を 示 す 概 略 図 。
【 図 １ ３ 】 構 造 体 を 斜 め 方 向 に 送 る ガ イ ド ロ ー ル の 斜 視 図 。
【 図 １ ４ ａ 】 湾 曲 引 裂 き シ ー ム を 有 す る 容 器 の 概 略 図 。
【 図 １ ４ ｂ 】 湾 曲 引 裂 き シ ー ム を 有 す る 容 器 の 概 略 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 　 　 　  １ 、 １ ａ 、 １ ｂ 　 　 　 　 　 管 状 構 造 体
　 　 　 　  ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 側 縁 部
　 　 　 　  ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 折 畳 み 部
　 　 　 　  ４ 、 ４ ａ 、 ４ ｂ 　 　 　 　 　 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ
　 　 　 　  ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 溶 接 機
　 　 　 　  ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 支 持 テ ー ブ ル
　 　 　 　  １ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ス ・ ロ ー ル
　 　 　 　  １ ６ 、 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ 　 　 フ ィ ル ム ・ ウ ェ ブ
　 　 　 　  ２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 溶 接 /切 断 装 置
　 　 　 　  ２ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 支 持 テ ー ブ ル
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　 　 　 　  ２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 成 形 ロ ー ル
　 　 　 　  ２ ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 薄 壁 容 器
　 　 　 　  ２ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 受 動 パ ン チ
　 　 　 　  ２ ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 金 属 ス ト リ ッ プ
　 　 　 　  ２ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 封 止 シ ー ム
　 　 　 　  ２ ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル ー プ
　 　 　 　  ２ ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ ー ム
　 　 　 　  ２ ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 切 断 線
　 　 　 　  ３ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ガ イ ド ロ ー ル
　 　 　 　  ３ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 引 裂 線 10

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ８ 】

【 図 ７ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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